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【目 的】 化学放射線療法を行う患者が,口腔粘膜障害の
悪化を予防するためにセルフケアに取り組み,セルフケア
行動を獲得するまでの過程をオレムのセルフケア理論を用
いて考察する.【対象と方法】 化学放射線療法を行う食
道癌患者1名の入院中の診療録からデータを収集し,オレ
ムのセルフケア理論と照らし合わせて看護を振り返り分析
した.【結 果】 看護師は,患者の口腔ケアに対するセル
フケア能力をアセスメントし,患者の不足情報を提供した
りセルフケア能力が維持,向上出来るよう介入した.また,
セルフケアが行えていることに対して労いの言葉をかけた
り苦労していることはないか確認した.その結果,患者が
意欲的にセルフケアを継続し口腔粘膜障害を予防できたと
考えられた.【結 語】 患者のセルフケア能力をアセス
メントし,対象に合わせた看護介入を行うことは,患者の
セルフケア行動の維持・向上につながる.
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【目 的】 耳下腺がんの重粒子線治療を受けた患者に対
し,患者自身の自己効力感を高める看護介入を検討する.
【対象と方法】 重粒子線治療を受ける耳下腺がん患者1名
を対象とし,診療録や患者の言動から,患者の自己効力感
の変化を振り返った.【結 果】 患者は治療やセルフケ
アに対する成功体験や同じ治療を行なった患者の代理的体
験を重ね,他者からの言語的説得を繰り返し経験したこと
で,自己効力感が高まり,セルフケアが継続できた.治療の
経過の中で,一時的に自己効力感の低下がみられたが,思
いを共有し支持的な看護介入を行うことで,患者の自己効
力感を高めることに繫がった.【結 語】 自己効力感を
高める看護介入を継続していくことは,患者が治療を完遂
するために重要である.
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